
MiiMoができるまで

2021/11/16

三宅町長 森田 浩司



三宅町の概要について

✓ 三宅町（みやけちょう）は奈良県磯城郡の町

✓ 東西約3.4㎞、南北約2.0㎞、面積4.07㎢で、奈良
県内で最も小さく、全国でも 2番目に小さな町

✓ 奈良盆地のほぼ中央に位置し、大阪・京都へのア
クセスも便利な「ちょうどいい田舎町」

✓ 平成27年3月に京奈和自動車道三宅I.Cが開通し、交通アクセ
スが飛躍的に向上

✓ 人口は6,722人（令和3年7月1日現在）で、現在過疎地域に指
定

✓ 地場産業でもある野球グローブ生産の町で、令和3年
度は三宅町でグローブづくりが始まって100年とい
う記念すべき年



経緯

✓ 学童施設の耐震不足
→一時的に小学校の空き教室を間借り

✓ 議会などで新たな施設についての議論がなされてい
た。

✓ 町長選の争点の１つに。
→平成２８年７月就任。ゼロベースで見直し。

✓ 同時に町の施設の老朽化問題
（バリアフリーに対応していない 等）

✓ 複数の問題を同時に解決できる方法
→施設の複合化。複合施設プロジェクトへ。
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基本構想 【テーマ】どんな機能があったらいい？

✓子育て支援機能

✓ 生涯学習機能

✓ 産業振興機能

✓ 共有スペース機能

１年目（平成２９年度）



基本計画 【テーマ】どんな施設にするか

✓ 住民プロジェクトチーム

運営について話し合う（将来像、運営体制など）

✓ 庁内ワーキング部会

部屋の規模・配置について話し合う

２年目（平成３０年度）



２年目（平成３０年度）
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設計プロポーザル

多世代が繋がり地域の魅力が創出
される町民ひとりひとりの"居場所"

将来像



設計プロポーザル

✓ 使い方によって自由に変形できる空間

✓ 町民が笑顔で交流できるふれあいの場

✓ 子どもから大人まで共に学べる生涯学習の場

✓ 地域で子どもを育てる子育て支援の場

✓ 地域の魅力を創出するデザイン

設計の方針



設計プロポーザル

155㎡

執務室
（教育長室）
（教育総務課）

（社会教育課）
（書庫、ロッカー、倉庫）

150㎡

図書ルーム
（図書室）

（自主学習コーナー）
60㎡

２階〔600㎡〕

１階〔600㎡〕 ３階〔600㎡〕

フリースペース

330㎡

スタジオルーム
30㎡

埋蔵文化財
作業ルーム
30㎡

170㎡

多目的ルーム
（集会室200名定員）

240㎡

多機能活動ルーム
（学童保育100名定員・

ダンス・ヨガ等）
185㎡

広
場

210㎡
テラス

事務室
（学童保育事務室）

（静養室）

20㎡

子育て支援ルーム
（スマイル）
（事務室）
80㎡

会議室
（大会議室35名定員）60㎡
（小会議室17名定員）30㎡
（小会議室17名定員）30㎡

相談室
（不登校相談室等）

20㎡

想定  ン案

〈コーナー例〉
窓口コンシェルジュ・情報発信

フリーキッチン・図書
自主学習・コワーキング
期間限定ショップ

… 共有スペース機能

… 生涯学習機能

… 子育て支援機能

… 共有スペース及び子育て支援機能

※各階円の余白部分は
共用部とする。

（㎡…下線数値）



みんなの思いが入った施設に！



３年目（令和元年度）

運営方針 【テーマ】運営のグランドコンセプト

子どもも大人も自分ごととして関わり、
まちのみんなができること・やりたいこと
を積み重ねながら、三宅町の未来を育むま
ちの拠点として運営。



子ども まちの活動

まちの資源

それぞれの「やりたい」を
まちの多様な魅力に拡げる

子どもが生き生きと
学び・暮らせる環境を
まちぐるみで育む

子どもも、大人も
「まちがよくなっている」と
実感できるまちづくり

多様な関わりをつなげ
町外のファンを増やす

町外の人

地域の資源を活かした
新たなビジネスづくり

トータルコントロール

複合施設

本、町民による各種プログラム、子どもたちのた
めの場などが施設内の様々な場所で展開。施設全
体が賑わう運営をめざす。

自分ごととして関わる
＝

三宅町を好きになる

まちの資源

子どもからお年寄りまでみんなが関われる

学童・子育て支援 図書 公民館機能 など

多様な機能を一箇所に集め連携し相乗効果を生む
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３年目（令和元年度）



愛称募集・ロゴの完成

MiiMoに込めた想い

子育て世代の母親（MaMa）と地域の方
（Me）が集まる場所になるという願いが込
められています。また、MiiMoのMは親を、
iは子どもを連想させる形をイメージしてい
ます。

４年目（令和２年度）

一般向けに幅広く公募 → 応募総数２９４案の中から



MiiMo食堂

４年目（令和２年度）

✓ 営業が可能な登録制のシェアキッチン

✓ 三宅町の食文化育成や食の楽しみをつくる
場として運営者を募った

✓ 新たな賑わいや食のビジネス創出に寄与



地域コーディネーター会議

✓ 「地域コーディネーター」とは？

✓ どんな人たちがいる？

✓ 運営計画の策定、先進地視察など

✓ 料金や部屋の使い方について話し合う。

４年目（令和２年度）



完成（普段の様子）



三宅町の目指す姿 ～ビジョン・ミッション・バリューを制定～



多様な利用者

（子どもからお年寄りまでの三宅町の住民／近隣市町村の住民
／三宅町と関わりのある関係住民／三宅町を訪れた来街者 など）

アクションチーム

運営委員会 公民連携による意思決定の場

サポート

役場

公民連携の柔軟なルール運用

外部
アドバイザー

アドバイス

図書チーム

飲食チーム

具体の運用

・・チーム

チャレンジを
サポートする体制

・人材育成

・創業
・起業支援

サポート

各チームの
代表の参加

住民代表

・MiiMo運営室★
・子ども事業担当課
・コミュニティ
プロデューサー★

分野担当

・学童保育運営事業者
・アクションチーム代表

・人をつなぐ
・居心地の良さづくり

コミュニティマネジメントチーム

運営体制

（運営会議の★メンバー）

・地域コーディネーター★
・子ども会議

MiiMoのこれから



コミュニティプロデューサー

MiiMoのこれから

今年度より着任したコミュニティプロデューサー
（地域おこし協力隊）

✓ コミュニティマネジメント

✓ 人と人、人と機会をつなげるハブ

✓ 交流まちづくりを経営的な視点か
らプロデュース

期待すること



まちづくり会社

地域課題の多様化、人口減少、税収の減少・・・行政では解決が難しい

行政と連携して、今までにないサービスを提供できたら。

MiiMoのこれから

まちづくり会社 三宅町

持続可能なビジネス
として、課題解決

稼ぐことが苦手



✓ ＭｉｉＭｏはVMＶを体現できる場

✓ ともに育ち、育てるまちづくり

→住民との協働

→民間事業者との協働

→大学との協働

MiiMoのこれから



ご静聴ありがとうございました。


